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(2) 慢性肝炎，乙型肝硬変と肝病変が進展するにつれて，スベクトル強度L1Er (569-650) , 569, 
577 , 586 nm の 3 波長でのスペクトル強度から求めた，みかけの Hb酸素飽和率(のとも低下した。
(3) スペクトル強度LlEr (569-650) と血清アルブミン，プロトロンピン時間との聞に正の相関関
係， ICG15分停滞率との聞には負の相関関係が認められた。
(4) 肝局所のヘモグロビン量LlEr (569-650) と肝局所オキシヘモグロビン量 fxLl Er (569-650) 
の聞に有意の正の相関関係が認められた。
(5) in vivo肝酸素消費量は慢性肝炎 0.67 士 0.33μmoles02/min/g liver，肝硬変0.15 ::1: 0.11μ










本論文は，新たな分光光学的手法 (optoe lectronics) を用い，肝臓表層の散乱反射スペクトル測
定を行なうことにより，ヒト肝臓の局所血流動態と酸素代謝動態を明らかにしたものであり，本法は
肝病態機能診断の新しい， しかも有力な方法で，学住論文に値すると考える。
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